
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細い道を上がる 

 

① 其原道場 

 

②原神社  

 

丹羽徳之助君碑等 

 

⑥行順寺  

③大榧（オオガヤ） 

 

９ 中津原の巨樹と寺社めぐり 

（麻生田駅周辺） 

コース約８Ｋ ３時間 

麻生田駅→其原道場→原神社→大ガヤ→寝ガヤ→中原神社→ 

行順寺→麻生田駅 

⑤中原神社  

 

④寝榧（ネガヤ） 

 

コミュニティバス 

行順寺→麻生田駅（平日のみ） 

10：40 11：40 14：08 

水野眼科 

コメリ 

山郷小 

北勢線麻生田駅 

 

北勢線 

500m 

 



９ 中津原の巨樹と寺社めぐり （麻生田駅周辺探訪） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 其原道場 

享保 6 年行順寺掛所として道場を

創設。正安三年銘の入った１石五輪

塔が実応和尚の墓石の前にある 

 

② 原神社 

其原の先人（最初の住民）は座野（字

上座野）に住んでいたが、長い年月

を経て川の西側・現在の元垣内に移

転して行き、神明社もそこに鎮座地

として移された。村の人家が再び西

側の上段の野原に移動し現在の所

になる。そのため神社が人家より低

い所になり、人家の不浄の水が神様

の銭座地をけがす事になるという

ことで、人家の上の最上の鎮座地を

選び、明治 40 年 4 月 29 日に現在の

天王の森に遷座することになった。 

 

③ 大榧（おおがや） 

平成 15 年 3 月、北勢町指定文化財。

平安末期に植えられ、樹齢千年とい

う。幹周り 5.5ｍ、樹高 10m、樹幹

は直径 12～3ｍ。 

④ 寝榧（ねがや） 

昭和 37 年 11 月、日本の名木指定。

樹齢 800 年。幹周り 1ｍ前後の榧が

数本生育。この寝榧の森には関が原

の合戦に破れた落ち武者が隠れ住

んだという。 

 

⑤ 中原神社 

仲つ原の大宮さんと慕われている

西紀 810年に中原神社の御本殿の屋

根修理の記録があるから、それ以前

に人々が住んでいたことになる。 

正月第 1日曜日に、山の神の神事「粥

だめし」が行われる。 

 

⑥ 行順寺 

天長４年空海が開基したと伝えら

れているが、兵火により消失し、一

道場となる。文安５年、中興の祖、

刑部坊空賢のとき、浄土真宗に改宗

し、再興。翌宝徳元年蓮如聖人が４

日間逗留したと伝わる。 

  

   

絵本『かけこみ寺への恩返し 行順寺報恩水道物語』原画屏風より 

⑦ 報恩水道 

行順寺に江戸時代後期の報恩水道の名で、今も語り継が

れているお話。絵本になっている。 

「行順寺へ駆け込んみ保護を受けた男が、村人の困って

いる話を聞き、3 年かけて「まんぼ」（延べ百聞余り、た

てよこ 80cm に及ぶ地下水道）を掘って、水が通ることが

わかると、誰に告げることなく、その日から姿を消した。」 

「くわしん福祉文化協力基金」の助成を受けてつくりました 


